
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2011

10月12日㈬兵庫県民会館において「2011年度 兵庫県生協大会」を開催しました。 （関連記事P.4〜5）
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小
規
模
生
協
ら
し
さ
の
探
求

私
は
昨
年
1
月
よ
り
神
戸
高
専
生

協
の
店
長
と
し
て
従
事
し
、
今
春
5

月
か
ら
専
務
理
事
の
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
若
輩
者
で
す
が
皆
さ

ま
何
卒
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

神
戸
高
専
は
昭
和
38
年
に
「
神
戸

市
立
六
甲
工
業
高
等
専
門
学
校
」
と

し
て
設
立
さ
れ
た
、
日
本
で
唯
一
の

市
立
高
等
専
門
学
校
で
す
。
昭
和
41

年
に
現
在
の
名
称
に
変
更
、
平
成
2

年
よ
り
現
在
の
西
区
学
園
都
市
へ
移

転
し
ま
し
た
。
再
来
年
の
平
成
25
年

に
は
創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
人
口
は
学
生
約

1
3
0
0
名
・
教
職
員
約
1
3
0
名

と
大
き
な
小
学
校
程
度
の
規
模
に
、

機
械
工
学
、
応
用
化
学
な
ど
理
系
5

学
科
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
科

5
学
年
と
大
学
で
の
院
に
あ
た
る
専

攻
科
2
学
年
で
、
長
い
学
生
は
7
年

も
在
籍
し
毎
日
授
業
・
研
究
に
通
う

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
神
戸
高
専
に
生
協
が
誕
生

し
今
年
で
4
年
目
。
今
は
ま
だ
、
い

わ
ば
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
赤
ん
坊
の
段

階
で
、
一
人
前
の
組
織
と
成
る
に
は

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
沢
山
の
制
度
整

備
や
挑
戦
が
必
要
で
す
。

現
在
の
主
な
事
業
内
容
は
食
堂
と

購
買
店
の
運
営
、
教
職
員
の
研
究
・

教
育
用
品
調
達
、
教
科
書
等
新
学
期

用
品
の
斡
旋
、
学
生
共
済
の
募
集
な

ど
で
す
。
体
制
と
し
て
は
正
規
職
員

が
私
1
名
、
定
時
職
員
8
名
の
総
勢

9
名
。
ま
だ
扱
え
る
事
業
分
野
も
充

分
と
は
言
え
ず
、
組
合
員
の
多
種
多
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藤本　淳平
（ふじもと・じゅんぺい）

神戸市立工業高等専門学校生活協同組合
専務理事

様
な
要
望
に
全
て
お
応
え
で
き
る
ま

で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
少

し
ず
つ
着
実
に
成
長
し
事
業
範
囲
・

供
給
規
模
と
も
拡
大
し
て
行
け
る
よ

う
、
役
員
・
ス
タ
ッ
フ
一
同
ち
か
ら

を
合
わ
せ
て
取
り
組
む
毎
日
で
す
。

そ
ん
な
日
々
の
頑
張
り
が
報
わ
れ

て
か
、
神
戸
高
専
生
協
設
立
か
ら
3

期
を
経
て
、
こ
の
た
び
晴
れ
て
兵
協

連
へ
の
加
入
が
叶
い
、
皆
さ
ま
の
仲

間
と
し
て
迎
え
て
頂
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
小
規
模
な
り
の
こ
れ
ま

で
の
健
全
経
営
を
評
価
頂
け
た
結
果

と
関
係
者
一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ご
存
知
の
通
り
、
大
学
生
協
で
は

職
員
に
よ
る
店
舗
運
営
と
両
輪
を
成

す
、
学
生
有
志
に
よ
る
生
協
活
動
が

多
く
の
会
員
生
協
に
て
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
当
生
協
も
昨
年
度
ま
で
少

数
精
鋭
の
学
生
で
活
動
し
て
お
り
ま

し
た
が
、上
級
生
達
の
努
力
が
実
り
、

今
年
は
11
名
も
の
1
年
生
が
学
生
委

員
会
へ
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
若

干
15
、
16
歳
の
若
者
達
が
、
一
所
懸

命
に
協
同
の
精
神
に
つ
い
て
学
び
、

学
内
に
広
く
生
協
活
動
を
知
っ
て
貰

え
る
よ
う
、
日
々
広
報
活
動
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
な
く
大
所
帯
な
学
生
組
織
の
結
成

が
叶
い
、
手
探
り
な
が
ら
職
員
の
私

も
混
じ
り
つ
つ
活
発
な
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

当
面
の
目
標
と
し
て
、
第
一
に
小

規
模
会
員
な
り
の
経
営
構
造
を
確
立

し
、
安
定
し
て
単
年
度
黒
字
が
続
く

健
全
経
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で

す
。そ

し
て
学
生
と
知
恵
を
出
し
合

い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
提
案
や

更
な
る
利
用
を
組
合
員
へ
呼
び
掛
け

て
参
り
ま
す
。
多
く
が
高
校
生
世
代

の
学
生
達
に
向
か
っ
て
協
同
組
合
の

何
た
る
か
を
説
明
す
る
の
は
簡
単
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
の
高

い
学
生
委
員
会
の
皆
と
共
に
焦
ら
ず

地
道
に
伝
え
て
い
こ
う
、
と
い
う
決

意
の
も
と
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。組

合
員
全
員
の
積
極
参
加
が
実
現

さ
れ
、
生
協
が
学
内
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
頼
も
し
い
存
在
と
な
れ
る
よ

う
、
関
係
者
一
同
、
日
々
精
進
し
て

参
る
所
存
で
す
。

正
式
に
県
連
の
一
員
と
な
っ
た
か

ら
に
は
、
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
も

し
っ
か
り
と
存
在
感
の
あ
る
会
員
生

協
と
な
れ
る
よ
う
、
健
全
で
磐
石
な

組
合
組
織
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
神
戸
高
専
生
協
を
何

卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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2
0
1
1
年
度 

兵
庫
県
生
協
大
会
を
開
催

10
月
12
日
㈬
、
兵
庫
県
民
会
館
に
お
い
て
、
2
0
1
1
年
度
兵
庫
県
生
協
大
会
を

開
催
し
、
会
員
生
協
の
組
合
員
、
役
職
員
な
ど
2
6
8
名
が
つ
ど
い
ま
し
た
。

協
同
が
息
づ
く
兵
庫
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
協
同
組
合
が
よ
り
よ
い
社
会
を
築
き
ま
す

テーマ
毎
年
10
月
は
、
生
協
強
化
月
間
で
す
。
全
国
の

生
協
で
「
活
動
や
事
業
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
生
協
の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
催
し
」
が
行
な
わ

れ
ま
す
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
全
国
の

生
協
と
と
も
に
兵
庫
県
の
生
協
も
出
来
る
限
り
の

支
援
・
協
力
を
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
東
日

本
大
震
災
報
告
会
」
と
し
て
、「
共
助
の
精
神
と

実
践
」
が
根
付
く
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
生
協

が
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
割
を
改
め
て
考

え
る
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部
・
記
念
式
典
は
、
神
戸
医
療
生
協
常
務

理
事
・
阪
森
久
美
子
さ
ん
の
司
会
進
行
で
始
ま
り

ま
し
た
。
ま
ず
、
主
催
者
を
代
表
し
て
兵
庫
県
生

協
連
・
本
田
英
一
会
長
理
事
が
、「
東
日
本
大
震
災
、

台
風
12
号
、
15
号
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、長
引
く
不
況
、

少
子
高
齢
化
、
雇
用
、
年
金
、
食
の
安
全
安
心
、

環
境
問
題
な
ど
消
費
者
組
合
員
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
生
協
は
自
分
た
ち
の
力
を
寄
せ
合
っ
て
事
業

と
活
動
を
す
す
め
る
こ
と
で
自
分
た
ち
自
身
の
生

活
を
改
善
し
、
よ
り
良
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す

る
と
い
う
こ
と
を
め
ざ
し
た
組
織
で
す
。
ま
さ
に

今
、
私
た
ち
生
協
は
社
会
か
ら
役
割
発
揮
を
も
と

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

国
連
は
2
0
0
9
年
12
月
の
総
会
で
、
2
0
1
2

年
を「
国
際
協
同
組
合
年
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
社
会
経
済
的
発
展
へ
の
協
同
組
合
の
貢
献

が
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
証
で
す
。
私
た
ち
生
活

協
同
組
合
も
、
協
同
組
合
の
一
員
と
し
て
あ
ら
た

め
て
生
協
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
自
ら
の
組

織
、
事
業
、
活
動
の
あ
り
よ
う
を
再
点
検
し
て
い

く
こ
と
が
、
国
連
の
呼
び
か
け
に
も
応
え
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
ご
来
賓
の
兵
庫
県
知
事
・
井
戸

敏
三
様
、
神
戸
市
市
民
参
画
推
進
局
市
民
生
活
部

部
長
・
安
廣
哲
幸
様
、
兵
庫
県
議
会
議
長
・
加
茂

忍
様
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
生
協
へ
の
期
待
を
こ
め
ら

れ
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
お
こ
な
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
永
年
生

協
の
発
展
に
寄
与
し
た
4
人
の
会
員
生
協
役
員
に

生
協
功
労
者
表
彰
と
し
て
「
兵
庫
県
知
事
感
謝
」

が
井
戸
知
事
様
よ
り
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生

協
業
務
に
精
励
し
た
29
名
の
役
職
員
に
本
田
会
長

理
事
よ
り
「
兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
会
長

表
彰
」
が
贈
ら
れ
、
会
場
の
参
加
者
は
大
き
な
拍

手
で
祝
い
ま
し
た
。

井戸敏三兵庫県知事

神戸市 安廣哲幸部長

兵庫県議会 加茂忍議長
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第
二
部
は
、「
東
日
本
大
震
災
報
告
会
」と
し
て
、

各
会
員
生
協
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ

の
支
援
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
日

本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
が
作
成
し
た
D
V
D

「
被
災
地
の
く
ら
し
を
協
同
の
力
で
支
え
る
」
を

視
聴
し
た
後
、
地
域
・
職
域
購
買
生
協
を
代
表
し

て
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
理
事
・
大
谷
敦

子
さ
ん
よ
り
「
東
日
本
大
震
災
へ
の
コ
ー
プ
こ
う

べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
に
つ
い
て
」、
続
い

て
大
学
生
協
を
代
表
し
て
大
学
生
協
阪
神
事
業
連

合
理
事
会
室
・
藤
江
正
俊
さ
ん
よ
り「『
心
の
交
流
』

を
目
指
し
た
大
学
生
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、
続
い

て
医
療
生
協
を
代
表
し
て
尼
崎
医
療
生
協
組
合
員

活
動
部
長
・
瀬
井
宏
幸
さ
ん
よ
り
「
震
災
支
援
活

動
〜
医
療
福
祉
生
協
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し

て
」、
続
い
て
共
済
生
協
を
代
表
し
て
兵
庫
労
働

共
済
生
協
事
業
推
進
部
推
進
企
画
課
係
長
・
福
岡

孝
史
さ
ん
よ
り
「
東
日
本
大
震
災
へ
の
兵
庫
労
働

共
済
生
協
の
対
応
に
つ
い
て
」、
続
い
て
兵
庫
県

生
協
連
・
今
井
和
弘
さ
ん
よ
り
「
兵
庫
県
生
協
連

の
大
規
模
災
害
対
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を

報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
被
災
地
の
み
や
ぎ
生
協
が
作
成
し
た

D
V
D
「
震
災
を
乗
り
越
え
て
“
新
た
な
”
み
や

ぎ
生
協
づ
く
り
へ
」
を
視
聴
し
た
あ
と
、
宮
城
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会
会
長
理
事
・
齋
藤
昭
子
さ

ん
よ
り
「
被
災
地
か
ら
の
報
告
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
支
援
す
る
側
、
支
援
を
受
け
復
興
に
向
け

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
側
双
方
の
心
の
つ
な
が
り
を

感
じ
、
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
の
支
援
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

報
告
会
終
了
後
も
、「
東
日
本
大
震
災
支
援
活

動
パ
ネ
ル
展
示
」
や
、会
員
医
療
生
協
に
よ
る
「
健

康
チ
ェ
ッ
ク
」、
コ
ー
プ
こ
う
べ
に
よ
る
「
東
北

地
方
の
特
産
物
の
即
売
」
を
行
い
、
多
く
の
参
加

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

兵庫県知事感謝 兵庫県生協連合会会長表彰 兵庫県生協連合会会長表彰

■生協功労者・兵庫県知事感謝
所　属　生　協 氏　　名

姫 路 医 療 生 活 協 同 組 合 古角　千鶴
ろっこう医療生活協同組合 藤原純八郎
兵庫県立大学生活協同組合 東原　洋二
兵庫県生活協同組合連合会 大西　憲慈

■生協功労者・兵庫県生協連合会会長表彰 被表彰者
所　属　生　協 氏　　名

生活協同組合コープこうべ 安藤　正裕
生活協同組合コープこうべ 北脇　愛生
生活協同組合コープこうべ 小出　政徳
生活協同組合コープこうべ 高崎　時男
生活協同組合コープこうべ 萩野　昭博
生活協同組合コープこうべ 金谷　善之
生活協同組合コープこうべ 菊池　元信
生活協同組合コープこうべ 梶谷　　博
生活協同組合コープこうべ 山橋　信也
生活協同組合コープこうべ 畑　　睦生
生活協同組合コープこうべ 橋本　明夫
生活協同組合コープこうべ 西　　浩平
生活協同組合コープこうべ 石井　　武
生活協同組合コープこうべ 伊東　信義
生活協同組合コープこうべ 原田　純一

所　属　生　協 氏　　名
神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合 先崎　澄恵
神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合 松岡　光子
神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合 安川　忠通
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 山口　泰子
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 門　　倫代
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 北島　祥子
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 仁禮　孝子
尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合 佐々木暁子
宝 塚 医 療 生 活 協 同 組 合 上坊由美子
姫 路 医 療 生 活 協 同 組 合 栃木　明美
姫 路 医 療 生 活 協 同 組 合 山口　和昭
ろっこう医療生活協同組合 出口　和美
神 戸 市 民 生 活 協 同 組 合 有元　雅人
兵庫労働共済生活協同組合 稲岡　孝一

（順不同・敬称略）

（順不同・敬称略）

2011年度
兵庫県生協大会功労表彰

東北地方の特産物の即売 医療生協による健康チェック 宮城県生協連 齋藤昭子会長理事

大谷敦子さん藤江正俊さん瀬井宏幸さん福岡孝史さん今井和弘さん
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2011年度　第2回理事会報告
【開催日時】　2011年10月 3 日（月）　午後 2時13分〜 3時55分
【開催会場】　兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】　�本田会長理事、寺尾副会長理事、大西専務理事、板崎、高橋、福島、大槻、新保、伴、

大沼、小野田、酒井（以上、理事）、藤田、金丸、秦（以上、監事）

（1）「会員生協の概況報告」について、各出席役員より報告
（2）前回理事会〜10月上旬までの兵協連諸行事・諸活動報告
（3）兵協連2011年度上期の活動報告と下期の課題
（4）兵協連予算執行状況（8月度累計）
（5）2011年度兵協連研修実施報告と計画（案）
（6）兵協連ピースアクション2011開催報告
（7）第23回近畿地区生協・行政合同会議開催報告
（8）近畿厚生局からの指摘事項（中四国、近畿方面検査をふまえて）
（9）2011年度生協間連帯・実態調査の実施について
（10）兵協連第2回生協対策資金貸付審査会開催報告
（11）2011年度兵庫県生協大会の開催内容について

（1）東日本大震災見舞金拠出について
（2）生協対策資金貸付金返済6月度分払い込みについて
（3）生協対策資金貸付規則の改定について
（4）全国消費者大会の参加費補助について

【開催日時】　2011年10月3日（月）
　　　　　　午後4時30分〜5時30分
【場　　所】　兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】　�（兵庫県）清原理事、横山局長、
　　　　　　東元課長、木村課長補佐
　　　　　　（兵協連）本田会長理事、
　　　　　　寺尾副会長理事、大西専務理事、
　　　　　　板崎、高橋、福島、大槻、新保、伴、
　　　　　　大沼、小野田、酒井（以上、理事）、
　　　　　　藤田、金丸、秦（以上、監事）

①あいさつ及び県下生協の現況について
　兵協連 本田 英一 会長理事

②各分野別生協の現況について
　（大学生協）
　　兵協連 高橋 秀行 理事（関西学院大学生協 専務理事）

　　・兵庫県との連携事業の進展について
　　・ 大学生協阪神事業連合と「京阪神北陸

統合事業部」の開始について
　（医療生協）
　　兵協連 福島 哲 理事（尼崎医療生協 専務理事）

　　・東日本大震災被災地への支援について
　（共済生協）
　　兵協連 酒井 行雄 理事（兵庫労働共済生協 理事長）

　　・ 全労済および兵庫労働共済生協の東日
本大震災被災地への支援について

　（地域・職域購買生協）
　　兵協連 大沼 和世 理事

（生活クラブ生活協同組合都市生活 副理事長）

　　・環境創造米の取り組み
　　・放射性セシウム検査結果の公開

③�ごあいさつ及び平成23年度消費者行政につ
いて

　　兵庫県 清原 桂子 理事
（安全安心な消費生活推進本部 事務局長）

　　・時代の先駆者としての生協
　　・安全安心な消費生活の推進について

④意見交換
　・ 消費者行政強化や生協の育成（コンプライ

アンスの重要性）、2012年国際協同組合年
に関して意見交換が行われました。

報告事項

協議事項

第10回兵庫県健康福祉部と兵協連理事会との懇談会報告

兵庫県健康福祉部との懇談会の様子
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9
月
30
日
㈮
に
、
北
野
異
人
館
「
ラ
イ

ン
の
館
」
に
て
、
紅
茶
の
い
れ
方
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
昨
年
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
、『
異
人
館
で
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
を
楽
し
み
た
い
』
と
の
、
来
館
者

の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く
の
お
声
に

お
応
え
す
る
た
め
に
企
画
し
た
も
の
で

す
。当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た

が
、
昨
年
と
同
じ
く
た
く
さ
ん
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
テ
ィ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
山
田
貴
子
氏
を
迎
え
、

紅
茶
の
歴
史
や
生
産
地
、
茶
葉
の
種
類
、

そ
し
て
美
味
し
い
紅
茶
の
い
れ
方
を
紹
介

し
た
後
、
二
種
類
の
紅
茶
の
味
比
べ
な
ど

の
試
飲
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
は
メ
モ
を
取
ら
れ
た
り
、
紅
茶
の

色
を
じ
っ
く
り
比
べ
ら
れ
る
な
ど
、
熱
心

に
学
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
々
か
ら
は
「
美
し
い
紅
茶

の
世
界
に
魅
了
さ
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」、「
お
い
し
い

紅
茶
を
い
れ
て
の
お
も
て
な
し
の
仕
方
な

ど
、
く
わ
し
く
知
り
た
い
で
す
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

明
治
時
代
の
開
港
に
伴
っ
て
外
国
文
化

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
神
戸
の
紅
茶
の

消
費
量
は
日
本
一
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
神
戸
な
ら
で
は
の
生
活
文
化
に
根

ざ
し
た
催
し
を
通
じ
て
、
ラ
イ
ン
の
館
が

よ
り
い
っ
そ
う
地
域
の
方
々
に
身
近
な
存

在
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。�

（
通
信
員
　
鹿
田
裕
子
）

2
0
1
1
年
9
月
は
、
台
風
12
号
・
台

風
15
号
と
2
つ
の
大
き
な
台
風
が
上
陸

し
、
兵
庫
県
を
含
む
全
国
各
地
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。あ
ら
た
め
て
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
、
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
火
災
共
済
、
自
然
災
害
共
済

の
お
支
払
い
の
た
め
、「
床
上
浸
水
」「
屋

根
瓦
の
ず
れ
・
破
損
」「
外
壁
の
損
壊
」「
土

砂
崩
れ
に
よ
る
損
壊
」
等
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
組
合
員
さ
ん
の
お
宅
を
、
数
多
く
訪

問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
組
合
員
と
の
や
り
と
り
を

つ
う
じ
て
目
の
当
た
り
に
し
た
の
は
、「
自

然
災
害
の
体
験
・
教
訓
」「
防
災
・
減
災

へ
の
意
識
・
備
え
」「
住
ま
い
の
保
障
の

必
要
性
・
し
く
み
の
理
解
」
の
有
無
・
度

合
い
に
よ
っ

て
、
火
災
共

済
・
自
然
災

害
共
済
へ
の

加
入
度
合
い

（
加
入
保
障

額
、
自
然
災

害
共
済
付
帯

の
有
無
な
ど
）
が
大

き
く
異
な
り
、
そ
の

結
果
、
生
活
再
建
に

む
け
た
ス
タ
ー
ト
位

置
（
共
済
金
に
よ
る

生
活
再
建
資
金
の
手
当
て
の
度
合
い
）
が

大
き
く
異
な
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
厳
し

い
現
実
で
す
。

近
年
自
然
災
害
が
甚
大
化
・
多
発
す
る

傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
な
か
、
兵
庫
労
働

共
済
生
協
（
全
労
済
兵
庫
県
本
部
）
で
は
、

現
在
『
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障

点
検
運
動
』
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
私
自

身
、今
回
の
被
害
調
査
訪
問
を
つ
う
じ
て
、

「
自
然
災
害
へ
の
対
策
・
備
え
」
と
「
被

災
後
の
生
活
再
建
の
た
め
の
対
策
・
備
え
」

の
必
要
性
・
重
要
性
を
、
よ
り
具
体
的
に
、

よ
り
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
た

い
、
と
の
想
い
を
強
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
被
災
現
場
に
て
実
際
に
見
聞
き
、

感
じ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
う
え
で
、
保

障
設
計
の
ご
提
案
を
す
る
こ
と
で
、
組
合

員
の
生
活
を
守
る
こ
と
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
通
信
員
　
鶴
田
和
彦
）

神
戸
市
民
生
活
協
同
組
合

ラ
イ
ン
の
館
で
紅
茶
の
い
れ
方
教
室
を

開
催
し
ま
し
た

兵
庫
労
働
共
済
生
活
協
同
組
合

台
風
被
害
を
う
け
ら
れ
た
組
合
員
と
の

や
り
と
り
を
つ
う
じ
て
感
じ
た
こ
と

　

〜
組
合
員
の
生
活
再
建
に
む
け
た
ス
タ
ー
ト
を
お
手
伝
い
し
ま
す
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10
月
2
日
㈰
、
W
H
O
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
「
飾
磨
津
見
て
歩
き
」
を
、
姫
路
医

療
生
協
と
高
齢
者
は
り
ま
の
会
が
共
催
で

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
飛
び
入
り
参
加
も

多
く
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
も
と
を
、
50

名
が
歩
き
ま
し
た
。

午
前
9
時
30
分
に
山
電
飾
磨
駅
を
出
発

し
飾
磨
街
道
（
銀
の
馬
車
道
）
を
南
下
、

昔
な
が
ら
の
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
こ
と

に
感
心
し
た
り
、
驚
い
た
り
し
な
が
ら
、

飾
磨
支
部
の
組
合
員
さ
ん
の
説
明
に
耳
を

傾
け
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
な
り
ま
し
た
。

か
な
り

古
い
と
思

わ
れ
る
豪

邸
で
は
、

ご
主
人
が

出
て
こ
ら

れ
て
詳
し

い
説
明
を

し
て
い
た

だ
け
る
幸

運
に
も
出

会
い
ま
し

た
。ま
た
、

道
沿
い
の
古
い
駄
菓
子
屋
を
ち
ょ
っ
と
覗

く
と
、
今
の
時
代
で
も
10
円
と
い
う
駄
菓

子
の
値
段
に
び
っ
く
り
、
懐
か
し
い
思
い

が
し
ま
し
た
。

ワ
イ
ワ
イ
お
騒
が
せ
し
な
が
ら
歩
い
た

飾
磨
津
の
町
並
み
。
あ
っ
と
い
う
間
の
楽

し
い
半
日
で
し
た
。（

理
事
　
高
尾
　
肇
）

9
月
29
日
㈭
〜
10
月
2
日
㈰
、
当
組
合

の
会
館
2
・
3
階
で
「
第
28
回　

秋
の
作

品
展
示
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域
社

会
と
の
密
着
、
市
民
共
済
お
よ
び
会
館
紹

介
、
市
民
共
済
事
業
活
動
の
P
R
の
一
環

と
し
て
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
14
年
目
を

む
か
え
ま
す
。

毎
年
過
去
の
出
展
者
に
案
内
し
、
出
展

依
頼
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
回
は
そ

れ
に
加
え
、
初
め
て
公
民
館
の
各
グ
ル
ー

プ
に
案
内
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
甲
斐
も

あ
り
、
1
1
7
人
の
方
か
ら
、
1
5
0
点

近
く
の
絵
画
・
写
真
・
手
工
芸
・
書
道
・

彫
刻
と
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
の
出
展
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

4
日
間
で
の
来
館
者
数
は
2
0
0
名
を

超
え
、
来
館
さ
れ
た
方

が
ゆ
っ
く
り
と
作
品
を

鑑
賞
で
き
る
よ
う
に

と
、
展
示
会
場
に
休
憩

ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、

お
茶
や
お
菓
子
を
ふ
る

ま
い
、
盛
況
で
し
た
。

作
品
を
出
展
い
た
だ

い
た
方
、
来
館
さ
れ
た

方
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
地
域
の
方
と
の

交
流
の
場
と
し
て
、
継

続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
通
信
員
　
髙
橋
美
香
）

姫
路
医
療
生
活
協
同
組
合

W
H
O
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト「飾

磨
津
見
て
歩
き
」

西
宮
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

第
28
回 

秋
の
作
品
展
示
会
を
開
催
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10
月
23
日
㈰
、
神
戸
サ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

に
て
参
加
生
産
者
68
団
体
を
迎
え
、
生
協

祭
「
あ
い
た
く
て
都
市
生
活
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
前
日
の
大
雨
も
朝
に
は
や
み
、

暑
く
も
な
く
寒
く
も
な
く
絶
好
の
お
祭
り

日
和
の
中
で
の
開
催
で
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
つ
な
げ
よ
う
絆
」

で
す
。
東
日
本
大
震
災
、
台
風
12
号
に
よ

る
紀
伊
半
島
豪
雨
災
害
と
地
域
の
つ
な
が

り
が
破
壊
さ
れ
る
自
然
災
害
が
続
い
て
い

ま
す
。
今
こ
そ
私
た
ち
は
絆
を
大
切
に
皆

で
つ
な
が
り
、
こ
の
困
難
な
状
況
に
立
ち

向
か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
様

な
思
い
を
込
め
た
テ
ー
マ
で
す
。
参
加
者

全
員
で
手
を
つ
な
ぎ
、
振
り
上
げ
「
つ
な

げ
よ
う
絆
」
の
大
合
唱
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
生
産
者
と
組

合
員
で
熱
気
の
あ
る
一
日
で
し
た
。

�

（
通
信
員 

紺
本
　
直
）

10
月
16
日
㈰
、

神
戸
市
東
灘
区

に
あ
る
、
コ
ー

プ
こ
う
べ
六
甲

ア
イ
ラ
ン
ド
食

品
工
場
で
「
秋

の
コ
ー
プ
食
品

工
場
ま
つ
り
」

を
開
催
。
来
場

希
望
の
あ
っ
た

約
3
0
0
0
人
の
組
合
員
か
ら
抽
選
で
選

ば
れ
た
、
約
1
0
0
0
人
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

通
常
は
夜
間
に
稼
働
す
る
食
パ
ン
や
麺

の
製
造
ラ
イ
ン
を
、
一
部
昼
間
に
製
造
時

間
を
変
更
し
、
製
造
の
様
子
を
見
学
し
ま

し
た
。

ま
た
、
毎
回
込
み
合
う
人
気
の
試
食

コ
ー
ナ
ー
は
、
入
口
前
で
食
品
工
場
の
歴

史
や
製
造
の
仕
組
み
な
ど
の
パ
ネ
ル
を
見

た
あ
と
、
新
商
品
の
試
食
へ
と
ス
ム
ー
ズ

に
ご
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
菓
子
パ
ン
の
包
あ
ん
機
を
製
造

場
所
か
ら
会
議
室
に
移
動
さ
せ
、
目
の
前

で
機
械
が
動
く
様
子
を
見
た
り
、
豆
乳
に

自
分
で
に
が
り
を
入
れ
て
、
で
き
た
て
の

豆
腐
を
味
わ
っ
た
り
と
、
お
子
さ
ま
か
ら

大
人
ま
で
体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
習
す

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
榊
原
晶
子
）

生
産
者
と
組
合
員
の
思
い
を
込
め
て

絆
を
つ
な
げ
ま
し
た

生
活
ク
ラ
ブ
生
活
協
同
組
合
都
市
生
活

約
一
、〇
〇
〇
人
の
組
合
員
が

工
場
を
見
学
し
ま
し
た

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
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兵庫県漁業協同組合連合会Ｊ
Ｆ 兵庫県農業協同組合中央会Ｊ

Ａ

JA兵庫六甲
三輪さつき会館オープン

JA兵庫六甲�三輪さつき会館（JA葬祭会館）が
9 月13日にオープンしました。JA兵庫六甲では、
組合員・利用者、地域住民に幅広い事業を提供す
るために、100％出資子会社である㈱ジェイエイ
アクトと連携し、葬祭事業をおこなっています。
これまで同JAの葬祭会館は、JAやすらぎセン
ター（神戸市西区）を設置していましたが、 2 つ
目の会館として「三輪さつき会館」を設置するこ
とにより、幅広い組合員・地域住民に利用しても
らう目的があります。三輪さつき会館には通夜・
葬儀から法要、遺族の宿泊施設や会食室などの設
備も完備。これまで以上に組合員・地域住民の多
様なニーズに合わせたサービスを提供します。
9 月 7 日には竣工式、 9 月10日・11日には内

覧会が実施され、組合員や地域住民など多くの来
館がありました。また、三輪さつき会館オープン
に伴い、旧来のJA葬祭センター六甲（神戸市北
区道場町）はJA三輪さつきセンターとして移転
統合します。さらに、オープンに併せ、JA葬祭
ご利用特典付き【さつき】定期積金の取扱も開始
するなど、事業間連携もおこなっています。

来年 3 月末をもって期限切れとなる漁業用燃油
の免税措置の恒久化を求める決起集会が10月12
日㈬、県内漁業協同組合とJFグループ兵庫水産

政策協議会、兵庫県漁
協青壮年部連合会、兵
庫県漁協女性部連合会
の主催で開催されまし
た。大会当日の明石市
内の会場には県内全域

から続々と漁業者ら約1,700人が集結、国会議員
や県・市長のほか、水産関連業者も参加した大規
模集会となりました。
集会はまず、JFグループ兵庫水産政策協議会　

山田�隆義会長が「燃油価格の高騰に加え、課税
免除措置が無くなれば漁業者は生活が出来ない。
恒久的な免税措置を強く要望する。」と挨拶。来
賓として挨拶に立った兵庫県�吉本�知之副知事は
「漁業そのものが立ち行かなくなる恐れがあるも
ので受入れがたい。県としても国の平成24年度の
予算編成に対し、漁業用燃油の恒久的な免税措置
について要望しており、今後、関係機関と連携し
つつ努力していきたい。」と述べられました。続く
地元選出の国会議員や明石市長からも同措置恒久
化への力強い言葉を、また、応援演説としてJF全
漁連、JA兵庫中央会から激励のメッセージを頂き、
会場は大きな拍手に包まれました。

この後、意見発表や決議文
採択を行い、最後は県漁青連
から大角�生馬会長をはじめと
する役員が壇上に上がり、参
加者全員でこぶしを突き上げ
て「軽油引取税の免税制度を
無くすな！」、「A重油の免税、
還付措置を継続せよ！」、「兵
庫の漁業を守るぞ！」とシュ
プレヒコールで力強く訴えて
締めくくりました。

届け！ 兵庫漁民の声！
漁業用燃油の課税免除恒久化を訴える
「兵庫県漁業者決起集会」開催！！

挨拶にたつ山田会長

シュプレヒコールを
リードする大角会長ら

JA 三輪さつきセンター
（三田市三輪 1-7-19）
TEL：079-563-3031
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事　例
高齢者をねらった消費者トラブルが増えていると報道されていま

した。どのようなケースがあるのでしょうか？

【アドバイス】

在宅していることの多い高齢者のトラブルは、他の年齢層に比べて、訪問販売や電話勧

誘に関するトラブルの割合が高くなっています。また、被害額が大きくなる傾向があり、

70才代以上の被害額は 1件あたり平均約150万円と突出しています。

具体的な事例としては、次のようなトラブルがあげられます。

●未公開株・社債購入の勧誘

高齢者の消費者トラブルのワースト 1は未公開株や社債など預貯金・証券等に関するも

のです。

①�複数の事業者が役割を演じ、電話・ダイレクトメールなどで購入を勧められる劇場型

被害

②�「以前の損を取り戻す」として、その代わりに新たな購入を勧められる二次被害。そ

の他、執拗な勧誘があり、断ると強迫されたといった相談や、独居の高齢者が騙され

ているようだという家族などからの相談がみられます。

●訪問販売によるリフォーム勧誘

次に多いのが、『地震が来たら倒壊する可能性がある』などと不安をあおり、高額なリ

フォーム契約を迫る訪問販売のトラブルです。

高齢者本人の問題意識を高めるとともに、家族や民生委員・ホームヘルパーなど周囲の

方々が日頃から高齢者の様子を気に掛けることが大切です。少しでも「おかしいな」と思っ

たら消費生活センターなどの相談機関に“つなぐ”ことがトラブルの防止につながります。

� （兵庫県生活科学総合センター　078-303-0999）

最近の消費生活相談事例

高齢者の消費生活トラブル
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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編
集
後
記

着
任
し
て
一
ヶ
月
。
皆
様
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、

ア
ッ
と
い
う
間
の
毎
日
で
す
。
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
、
ウ

ロ
ウ
ロ
、
パ
ク
パ
ク
（
？
）
…
…
、
五
感
を
フ
ル
に

使
う
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
栄
養
源
は
、
皆
様

か
ら
の
情
報
メ
ー
ル
！
来
月
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
中
尾
）

（
お
詫
び
）

本
誌
10
月
号
3
ペ
ー
ジ
「
想
点
」
の
文
中
、
「
相
互
扶

助
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
誤
っ
て
「
相
合
扶
助
」
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
号
5
ペ
ー
ジ
兵
協
連
会
長
理
事

「
本
田
英
一
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
誤
っ
て
「
本
田
栄
一
」
と

記
載
い
た
し
ま
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

『ひょうご消費生活フォーラム2011』のご案内

県か
らの

お知
らせ 債務整理・家計管理・こころの相談 合同無料相談会を開催します

【日　時】 平成23年11月22日（火）13時30分〜15時30分
【場　所】 ラッセホール ローズサルーン （神戸市中央区中山手通4-10-8）
【主　催】 兵庫県・ひょうご消費生活三者会議
【内　容】 ■基調講演「震災後のいま�消費生活を考える
� 　　　　　　〜消費者・事業者・行政の連携による安全・安心なくらしを目指して〜�」
 　　　　　　主婦連合会事務局長、元消費者委員会委員　佐野真理子さん
� ■悪質商法被害防止コント劇　兵庫県健康生きがいづくり協議会東支部「劇団イースターズ」
� ■消費者・事業者・行政の活動報告
 　消費者：NPO法人 C・キッズ・ネットワーク理事長 大森 節子さん
 　　　　　生活協同組合コープこうべ常勤理事　山添 令子さん
 　事業者：㈳兵庫県食品衛生協会・ヤマサ蒲鉾㈱品質管理室室長　黒田 信行さん
 　行　政：福崎町立生活科学センター消費生活相談員　尾﨑 千鶴子さん
 　　　　　兵庫県立健康生活科学研究所生活科学総合センター長　圓尾 辰夫さん

兵庫県多重債務者対策協議会では、借金で
お悩みの方を対象に、法律専門家による債務
整理相談を中心に、「家計管理（生活再建）
相談」、「こころの相談」にも対応する『合同
無料相談会』を開催します。

● お住まいの市町以外の会場でも相談
できます。

● 事前に予約先まで電話でお申し込み
ください。

参加ご希望の方は、① 代表者氏名  ② 参加人数  ③ 連絡先住所  ④ 電話番号　⑤ FAX番号　をご記入のうえ、
FAX、電話、E-mailのいずれかで11月18日までにお申し込みください。（ただし、定員になり次第締め切ります）

兵庫県健康福祉部生活消費局消費生活課
〒650-8567　神戸市中央区下山手通5丁目10-1
電話　078-362-3393　FAX　078-362-4022
E-mail：syouhiseikatsu＠pref.hyogo.lg.jp

開催日 時　間 会　場（住所） 予約先

12月10日（土）

  9：00〜11：00 西播磨文化会館（たつの市） 西播磨消費生活センター 0791-58-1194
13：30〜16：30 芦屋市消費生活センター（芦屋市） 芦屋市消費生活センター 0797-38-2179
13：00〜16：00 但馬消費生活センター（豊岡市） 但馬消費生活センター 0796-23-0999
13：00〜16：00 丹波の森公苑（丹波市） 丹波消費生活センター 0795-72-5168
13：30〜16：30 コミュニティセンターおの（小野市） 小野市生活環境グループ 0794-63-1686

12月11日（日）
13：00〜15：30 神戸市総合福祉センター（神戸市） 神戸市消費生活課 078-322-5184
13：00〜16：30 姫路職員福利センター（姫路市） 中播磨消費生活創造センター 079-281-9601

12月16日（金） 13：30〜16：00 神戸地方合同庁舎1階（神戸市） 神戸財務事務所総務課 078-391-6941

12月17日（土）
13：00〜16：00 淡路文化会館（淡路市） 淡路消費生活センター 0799-26-3360
13：30〜16：30 三田市まちづくり協働センター（三田市） 三田市まちづくり協働センター 079-559-5032
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